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新年おめでとうございます。4年余りに亘って振り回されてきた新型コロ
ナウィルス感染症も昨年頃から漸く収束の兆しを見せる様になり、まだ多
少の燻りはあるものの世の中はコロナ禍からほぼ脱却し、先生方も健やか
に新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
しかし、その一方で病院などを除いて巷では感染対策は緩み、免疫力が低
下したことによると思われるマイコプラズマやインフルエンザなどの流行
は、予想通りみられる様になりました。
また、医療界では本年度には診療報酬のトリプル改定が行われ、多方面で
締め付けが厳しくなった上に、同一労働同一賃金、働き方改革、最低賃金
引き上げ、人事院勧告に伴う給与引上げなど、人件費は固定的に増えてお
り、より一層、経営の厳しさは増しています。
そういった中ではありますが、当院は特別に予算を確保し、今年度中に手
術支援ロボット、最新鋭のレーザー装置などを備え、来年度には一部の診
療科を復活させる予定です。
その一方で今年度から常勤医が不在になった診療科もあり、また、昨年末
からRI装置の故障により一部で診療の幅が狭められており、先生方にはご
迷惑をおかけしていますが、復旧には今暫くお時間を頂きたいと思います。
令和も既に7年目を迎えましたが、今年は昭和で言えば100年に当たる年。
大阪万博も開かれる予定ですが、一つの節目の年と思っています。他方、
団塊の世代が全て後期高齢者になる年でもあり、今年に向けて約20年前か
ら2025年問題として取り上げて対策が取られる様になり、10年以上前から
地域医療構想なども進められて参りました。そのような医療費抑制策が取
られてきたものの、その一方で高額な薬剤や機材がどんどん上市されるな
ど高度先端医療の影響もあり、国民医療費は概ねGDPの上昇以上に増加し
続けています。
日本の景気が回復しない中、少子超高齢社会は新たな局面に入り、今後、
医療・福祉への更なる締め付けが危惧され、一部の地域では切り捨ても現
実味を帯びてきています。
当院は、働き方改革の趣旨に則り、幾つかの分野では2交代制も導入して

行く予定です。しかし、一部の診療科などは依然マンパワー不足の状況に
あり、安城更生病院との連携なども数科に於いて進めてはいるものの、未
だ厳しい状況下にあることは否めませんが、その一方で、多少乍ら前向き
の材料もあり、今後も状況を改善すべく努力を続けて参りますので、ご支
援・ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。
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地域医療連携室からの
お願いとお知らせ

お願い
➢ 新しく「西尾市民病院 診察・検査栄養指導依頼票
（診療情報提供書）」を作成しました。
ご利用頂ければ幸いです。

➢ 患者間違いを防ぐために患者名と生年月日の記載をお
願いします。

ごあいさつ
旧年中は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
本年もご支援ご指導の程、宜しくお願い申し上げます。

地域医療連携室 室長 藤竹 信一

お知らせ

➢ 泌尿器科について
令和7年4月より、2名の泌尿器科常勤医師が赴任予定です。

➢ 骨塩量測定（骨密度）について
令和7年4月より医師変更に伴い、下記のように変更になります。
ご承知おき下さい。
火曜日→金曜日
骨塩量測定後に診察→診察後に骨塩量測定

地域医療連携室
TEL：0563-56-3362 FAX：0563-56-3354



11月2日（土）に6年ぶりに病院フェス
タを開催しました。子どもから大人ま
で約750人の方にご来場いただき、本当
にありがとうございました。手術室体
験や模擬体験コーナーは子ども連れの
ご家族などで大盛況！子どもたちの真
剣な眼差しや笑顔が印象的でした。
西尾市民病院が少しでも身近なもの
になったのではと思っています。
次回も楽しみにして下さい‼



このイベントを通じて、糖尿病についての正しい
理解が多くの方に広がる事で、地域の糖尿病の発症
予防および早期発見・重症化予防への推進に繋がる
ことを願っています。


